
○ 男性雇用者の非正規雇用者の割合26.5%に対し、女性雇用者の非正
規雇用者割合は55.9%
○ 所定外労働時間全国平均110時間に対して115時間
○ 女性の有業率において、正規雇用労働者の比率が20代前半をピー
クに低下を続ける「L字カーブ」現象
○ 育児休業制度整備率86.8%に対し、男性育児休業取得率12.8%

地域の実情と課題

【連携体制】
とちぎ女性活躍応援団
【構成団体】
登録企業（R４末：1,317団体）
運営団体（栃木県経営者協会、栃木県経済同友会、栃木県商工会議所連合会、栃木県
商工会連合会、栃木県中小企業団体中央会、日本労働組合総連合会栃木県連合会、
栃木県医師会、栃木県看護協会、栃木県社会福祉協議会、栃木県農業協同組合中央
会、栃木県農業者懇談会、栃木県林業振興協会、栃木県建設産業団体連合会、栃木県
トラック協会、栃木県自治会連合会、栃木県女性団体連絡協議会、大学コンソーシアム
とちぎ、足利銀行、栃木銀行、下野新聞社、日本放送協会 宇都宮放送局、栃木労働局、
栃木県、栃木県市長会、栃木県町村会、とちぎ男女共同参画財団）

連携団体

○ より専門的な知識を身につけることができるよう、県産業労働
観光部の講座受講を案内するなど就業、企業につないでいく。

今後の課題

○ 女性の相談員が、相談者の抱える困難な状況やそこから生まれる
不安を傾聴し、適切な職種の紹介や就職活動に向けた具体的なアドバ
イスを行うことにより、ハローワーク等における実際の就職活動に踏み
出すきっかけとなる等の就労の支援をすることができた。
○ 男性の育児休業取得率及び女性の就業率について、目標値を上回
ることができた。

事業の効果

オール栃木体制で、活躍する（したい）女性を支援する。
・とちぎ女性活躍応援団登録企業等数 １，３１７ （目標１，２２８）
・男女生き活き企業認定企業数 ２８０（目標２０４）
・男性の育児休業取得率 ２８．７％ （目標１２．０％）
・女性の就業率 ３５．１％（目標３３．１％）
・市町村推進計画(女活法)策定状況 ９６．０％（目標９２．０％）
・市町村の男女共同参画計画策定状況 ９６．０％（目標１００．０％）

目的・目標

○ 男女共同参画の拠点施設で実施することで、子育て中の女性や子
育てに区切りがついた女性が一歩を踏み出すため、気軽に相談ができ
る場を設けている。
○ 女性特有の悩みや不安を気軽に相談できる場として、女性相談員に
よる相談窓口を開設し、様々な分野に関する情報を横断的に提供すると
ともに、各人の希望を聞き取った上で各種講座の受講を勧奨するなど、
支援体制を充実させている。

事業の特徴

とちぎ女性就労支援事業【栃木県】
事業番号 ３

総事業費 ６１４ 千円

交付金額 ３０７ 千円



事業の概要

とちぎ女性就労支援事業

おしごと相談
ルーム

ホームページによる告知

・電話・面接による就職相談
水曜日 ９：００～１２：００

１３：００～１６：００
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